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〈第２回会議〉一般会計補正予算の主な事業（特別会計も含む）

● 道路改良事業
7,056万円
　道路幅員の狭小箇所につ
いて改良を行います。道路
３路線（川瀬中島線・市口
築串線・江島田頭川線）用
地補償６路線（薬師堂線・
須恵深田線・天神２７号線・
川瀬中島線・市口築串線・
吉井下道線）

● 町営住宅長寿命化
　　　　改修事業
8,300万円
　新堀之内団地７戸の外壁
や屋根補修、二子団地１棟
１８戸の改修設計委託。

【建設課】【建設課】

【建設課】【建設課】

【建設課】【建設課】

● 介護保険料低所得者
　軽減負担金事業

1,183万円
　Ｈ２７年から低所得者の保険
料軽減強化が図られています。
10 月からの消費税 10％の引き
上げに伴い、介護保険料の改正
を実施します。

【高齢福祉課】【高齢福祉課】

● 救急救助資材
　購入事業

412万円
　Ｈ３０年の台風で発生
した須恵・深田地区の風
倒木被害を受け、今後消
防団が早急に対応できる
よう各部に１台（計３６
台）のチェーンソーを配
備します。

【総務課】【総務課】

● 町有林造林事業
1億3,226万円
　人工造林、下刈り、利用間
伐、台風被害木整理、枝打ち、
鳥獣害防止施設設置を計画的
に行います。

【農林振興課】【農林振興課】

● 水道整備事業　
1,785万円
　八幡久鹿線ほか配水管
布設替え測量設計１７７
０メートル（メートルあ
たり 10086 円）

【上下水道課】【上下水道課】

● 社会体育施設
　整備・運営事業

2,072万円
　スポーツ環境の向上と
効果的な維持管理を図る
ため、深田高山総合運動
公園改修に伴う測量及び
実施設計を委託します。

【教育課】【教育課】

● 商工業振興
　補助金事業
1,000万円
　町内の法人及び個人事
業主が対象。機械・設備
導入及び更新、販路開拓
のための取り組みに補助
金を交付します。

● ビハ公園管理棟
　等改修事業
2,000万円
　老朽化による管理棟の
手すり撤去、新設、トイ
レの洋式化、蛍光灯の
LED化を行います。

● 商店街街路灯
　整備測量設計事業
700万円

　30 年以上経過し老朽
化した街路灯に使用され
ている水銀灯の製造が
2020 年に終了となるこ
とや年間電気料１６０万
円の支払いなどを考慮
し、国道 219 号線の１
２０基について LED 電
球に設置替えします。

【商工観光課】【商工観光課】

【商工観光課】【商工観光課】

【商工観光課】【商工観光課】

● 町道維持補修事業
5,000万円
　橋梁架け替え工事１橋
（環状線 1 号線）維持補修
工事３路線（別府線・免田
百太郎線・浜川線）設計委
託（免田百太郎線・皆越線）

（３） 令和元年　８月発行

令和元年度第2回会議表決 （抜粋）

議案第９号 令和元年度あさぎり町一般
会計補正予算 (第２号 )について

発議第 2 号 町有地払下げ及び補助金支
出の調査に関する決議

氏 名
議 案

岩
本
市
岡
難
波
加
賀
山
橋
本
久
保
小
出
森
岡
豊
永
永
井
皆
越
小
見
田
奥
田
溝
口
久
保
田

○

 × ○ × ○○ × × ○ ×  × ○○○ ×

○○○○○○○○○○○○○○○

（２）あさぎり町議会だより　No.61

第1回会議 一般会計補正予算（第一号）

歳入歳出それぞれ2千2百万円を追加し

96億7,574万2千円
　平成最後の会議が 4月 25 日に開会。
　4月の町議会補欠選挙で当選した岩本恭典議員の議席指定の後、平成 31 年度一般会計
補正予算・防災ラジオ整備工事請負契約他 3議案を原案どおり可決した。

◯旧岡原温泉の改修設計費２千２百万円
◯防災ラジオ整備工事費 2億 7千 6百 26 万円（送信局 1局、配信局 3局、
　個別受信機 6千 4百台、契約の相手は福岡市、電気興業㈱九州支店）

第3回会議 一般会計補正予算（第三号）

歳入歳出それぞれ6百万円を追加し

100億4,338万5千円総額
　7月 16 日に開会。
　令和元年度一般会計補正予算、業務用パソコンの買入れについて、監査委員の選任同
意についての 3議案を原案どおり可決した。

◯免田小学校保健室空調機更新　150万円
◯皆越線他測量設計委託料　200万円
◯皆越線災害復旧工事費（追加）250万円

第2回会議 一般会計補正予算（第二号）

歳入歳出それぞれ3億6千164万3千円を追加し

100億3,738万5千円
　尾鷹一範町長誕生後初めての会議が 6 月 7 日に開会。会期は、14 日までの 8 日間。令
和元年度一般会計補正予算や特別会計補正予算、条例・規約の一部改正（消費税増税に
伴うもの）5 件と任期満了に伴う教育委員の選任同意、選挙管理委員会委員及び補充員
の選挙、報告 1 件、発議 2 件、議会広報調査特別委員の選任、一般質問には、15 名が登
壇し町政全般にわたり尾鷹一範町長の考えを質した。

総額

総額



農
業
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・
商
工
業
の
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れ
か
ら
の
取
り
組
み
は

1

　事
業
存
続
か
廃
業
希
望
者
の
意

　
　向
を
聞
き
伴
走
型
で
支
援
を
す

　
　る
。

2

　安
定
的
な
収
入
を
約
束
し
て
く

　
　れ
る
販
売
先
の
確
保
。

3

　就
農
応
援
事
業
の
新
た
な
取
り

　
　組
み
。

4

　外
国
人
や
障
が
い
者
の
就
業
支

　
　援
を
促
進
し
、
農
業
等
の
労
働
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確
保
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努
め
る
。

5

　リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
新
た

　
　な
支
援
制
度
を
検
討
。

　第
2
回
議
会
で
は
、
今
春
の
町

長
選
挙
で
初
当
選
し
た
尾
鷹
一
範

町
長
が
所
信
表
明
を
行
っ
た
。

　今
回
の
一
般
質
問
で
は
多
く

の
議
員
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
質
し
て
い
る
（
P6
〜
P20
）

1

　地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
食
と

　
　農
と
福
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

　
　開
催
。

2

　人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
商
品
化
し
て

　
　6
次
産
業
化
に
取
り
組
む
。

3

　点
を
線
で
結
び
町
内
全
域
で
観

　
　光
事
業
や
お
も
て
な
し
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を

　
　推
進
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1

　福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備

　
　し
利
用
者
が
楽
し
ん
で
過
ご
せ

　
　る
空
間
創
造
の
具
現
化
を
図
る
。

2

　食
と
農
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

　
　よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、

　
　薬
膳
料
理
で
生
活
習
慣
病
予
防

　
　や
改
善
を
図
る
。

1

　子
ど
も
医
療
費
の
償
還
払
い
を

　
　現
物
給
付
に
見
直
す
こ
と
に
つ

　
　い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
に
繋

　
　が
ら
な
い
よ
う
に
周
知
し
関
係

　
　機
関
と
協
議
し
て
い
く
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2

　給
食
費
の
補
助
率
ア
ッ
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と
学

　
　童
保
育
の
充
実
に
努
め
る
。

　上
下
水
道
の
改
修
事
業
費
や
医
療

費
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介
護
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の
増
加
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込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
企
業
の
財
務
諸
表
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類

す
る
資
料
に
照
し
合
せ
町
の
経
営
状

況
を
把
握
し
対
応
す
る
。

　学
校
や
職
場
さ
ら
に
社
会
に
適
応

困
難
な
人
々
、
高
齢
者
・
生
活
困
難

者
等
の
社
会
的
弱
者
に
不
安
の
な
い

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
町
づ
く

り
を
行
う
。

　各
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
事

業
推
進
室
を
設
置
す
る
。

　「
あ
さ
ぎ
り
町
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
」
の
作
成

を
行
う
。
活
性
化
プ
ラ
ン
が
完
成
し
た
ら
国
や

県
に
説
明
を
行
い
評
価
が
出
れ
ば
国
や
県
の
支

援
を
受
け
て
町
の
産
業
活
性
化
に
取
り
組
む
。

所
信
表
明

尾
鷹 

一
範 

町
長
の

農
業
の
取
り
組
み

食
と
農
と
福
で
観
光
事
業
と

6
次
産
業
化

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

改
修
事
業

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

生
活
要
支
援
者
の
救
済

事
業
推
進
室
の
設
置

健
全
な
財
政
運
営
に

つ
い
て

（
抜
粋
）

あさぎり町産業活性化プラン

独立

行政・農協・商工会・熊本県農研センター・南稜高校・中学校
大学研究室・農業各種団体・民間経済研究所・中小企業診断士
金融機関・税理士・司法書士

農
業
者
・
林
業
者

商
工
業
者

専
門
家
に
よ
る

経
営
診
断

経
営
の
整
理
整
頓

事業の継続
後継者

新規起業者

廃　業
安心な老後生活

伴走型で支援します

法人化・農地の
集積化・担い手
の育成と確保

農と食と福でイベントを行い、その中から人気のメニューを商品化し、販路を開拓
する。イベントを観光事業として位置づけ、あさぎり町への交流人口を増やす。 （４）　No.61

加 

賀 

山 

議 

員

　怪
文
書
の
作
成
に
議
員
が

介
入
し
て
い
る
と
の
疑
念
も

あ
り
、
多
方
面
か
ら
の
意
見

も
考
え
る
べ
き
。
執
行
部
に

余
分
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る

こ
と
を
心
配
す
る
。

永 

井 

議 

員

　怪
文
書
自
体
が
議
会
で
正

式
に
討
議
す
る
も
の
で
は
な

い
。
よ
っ
て
事
実
解
明
す
る

な
ら
ば
、
地
方
自
治
法
98
条

第
1
項
に
基
づ
き
所
管
常
任

委
員
会
の
事
務
検
査
で
や
る

の
が
筋
で
あ
る
。小 

出 

議 

員

　払
い
下
げ
価
格
や
補
助
金

の
支
出
に
関
し
て
担
当
委
員

会
で
は
問
題
な
か
っ
た
。
食

品
会
社
が
夢
と
希
望
を
持
っ

て
操
業
に
あ
た
る
時
期
に
、

こ
の
決
議
は
お
か
し
い
。

久 

保 

田 

議 

員

　告
発
文
の
情
報
源
は
議
会

内
部
を
知
り
え
た
人
で
な
い

と
出
て
こ
な
い
。
怪
文
書
で

特
別
委
員
会
を
作
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。
1
0
0
条

委
員
会
の
調
査
に
も
限
界
が

あ
り
、
町
民
の
幸
せ
、
町
の

発
展
を
願
う
な
ら
ば
冷
静
な

判
断
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
わ
け
で
感
情
だ
け
で
や
る

べ
き
で
は
な
い
。市 

岡 

議 

員

　フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
作
り
話
、

げ
な
話
で
で
き
た
怪
文
書
で

特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

い
い
の
か
。
今
後
の
町
長
の

町
政
を
支
え
る
議
会
が
、
そ

れ
で
本
当
に
い
い
の
か
。

森 

岡 

議 

員

　町
議
会
は
信
頼
を
失
っ
た

状
態
で
は
な
い
。
あ
さ
ぎ
り

町
議
会
基
本
条
例
、
あ
さ
ぎ

り
町
倫
理
条
例
に
も
抵
触
し

て
い
な
い
。
議
選
監
査
委
員

発
議
第
2
号

8対7で可決! !8対 7で可決! ! 町
有
地
払
い
下
げ 

及
び 

補
助
金
支
出
の
調
査
に
関
す
る
決
議

　小
見
田
和
行
議
員
他
1
名
か
ら

提
出
さ
れ
、
趣
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

平
成
30
年
度
食
品
加
工
会
社
の
新

築
工
事
に
係
る
町
有
地
の
払
い
下

げ
及
び
補
助
金
の
支
出
、
並
び
に

令
和
元
年
度
ま
で
の
幼
稚
園
新
築

工
事
に
お
け
る
町
か
ら
の
補
助
金

支
出
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
に
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
議
員
が
介

入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
世
論

が
あ
り
、
政
治
問
題
化
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
あ
さ
ぎ
り
町
政
治
倫

理
条
例
及
び
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
基

本
条
例
に
深
く
関
連
す
る
こ
と
か

ら
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
疑
惑

を
解
明
し
町
政
及
び
議
会
に
対
す

る
町
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
必
要

が
あ
る
。

100条調査特別委員会設置
百条委員会
　　　とは…
　地方自治体が議決により設置す
る特別委員会の一つ。名称は「地
方自治法第 100 条」に基づく。
　百条委員会は、地方公共団体の
事務に関する調査を行い、関係者
への聞き取りや記録の提出を請求
できる。拒否した者には罰則が科
せられる。通常の質疑応答や調査
などでは事実関係が判明しない場
合に設置される。

と
し
て
毎
月
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
り
、
瑕
疵
は
な
い
。

豊 

永 

議 

員

　議
員
は
町
民
の
代
弁
者
で

あ
る
。
少
数
意
見
に
も
耳
を

傾
け
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
た
め
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
あ
さ
ぎ
り
町
倫
理
条

例
や
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
基
本

条
例
を
重
視
し
、
調
査
を
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
。

溝 

口 

議 

員

　議
員
が
怪
文
書
の
作
成
に

関
わ
っ
て
い
る
な
ら
根
拠
を

示
す
べ
き
。
今
回
の
文
章
は

怪
文
書
で
は
な
く
告
発
文
だ

と
受
け
止
め
る
。
内
容
は
議

会
で
し
っ
か
り
調
査
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
項

で
あ
る
。
議
員
に
掛
け
ら
れ

た
疑
惑
を
解
明
し
町
民
の
信

頼
を
回
復
す
る
こ
と
は
議
会

の
役
割
だ
。

（５） 令和元年　８月発行



皆越を魅力ある地域にするための整備計画を

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問します。

※一般質問の文章については、質問者の責任においてそのまま記載とします。

一
般
質
問

公
民
分
館
立
て
替
え
を
早
急
に

溝口　峰男　議員
みぞぐち　  み ね お

る
こ
と
と
し
た
。
皆
越
地

区
の
活
性
化
も
こ
の
中
で

取
り
組
め
る
こ
と
だ
と
思

う
。
林
道
・
町
道
の
整
備

や
旧
皆
越
分
校
施
設
の
耐

震
化
や
農
業
、
福
祉
の
面

も
含
め
地
域
住
民
の
方
々

と
の
意
見
交
換
を
行
い
辺

地
総
合
整
備
計
画
を
た
て

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

防
災
セ
ン
タ
ー
・

議
場
等
の
拠
点
施

設
の
場
所
が
示
さ
れ
た

が
、
住
民
の
一
番
近
い

避
難
場
所
は
公
民
分
館

で
あ
る
。
次
年
度
5
か

所
の
行
政
区
が
建
て
替

え
を
希
望
し
て
い
る
が
、

次
年
度
中
に
は
2
か
所

し
か
予
定
さ
れ
て
い
な

い
。
老
朽
化
や
耐
震
化

も
で
き
て
い
な
い
公
民

分
館
建
て
替
え
に
は
基

準
を
設
け
早
急
に
対
応

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
の
裏
付
け

を
し
っ
か
り
見

て
増
や
せ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

小
学
校
区
に
一
か

所
の
非
常
用
備
蓄

倉
庫
の
設
置
計
画
は
。

次
年
度
か
ら
計

画
的
に
進
め
て

い
く
。

あ
さ
ぎ
り
町
は
、

各
種
振
興
法
に

よ
っ
て
、
中
山
間
・
過

疎
地
域
は
全
域
、
山
村

振
興
は
旧
上
村
、
特
定

農
山
村
も
旧
上
村
が
指

定
さ
れ
て
い
る
。
辺
地

指
定
は
皆
越
・
平
山
・

阿
蘇
地
区
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
対
象
事
業
は

多
岐
に
亘
り
制
度
に
よ
っ

て
財
政
措
置
が
違
っ
て

く
る
。
合
併
特
例
債
、

過
疎
債
よ
り
有
利
な
辺

地
債
を
活
用
し
て
、 

取

り
残
さ
れ
て
い
る
辺
地

対
策
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。辺

地
総
合
整
備

計
画
は
24
年
度

以
降
に
つ
い
て
作
成
さ

れ
て
い
な
い
。
地
域
間

の
格
差
解
消
と
い
う
点

も
含
め
新
た
な
辺
地
総

合
整
備
計
画
の
作
成
を

検
討
す
る
。

清
願
寺
ダ
ム

の
県
道
終
点

か
ら
町
道
の
改
良
工

事
が
終
了
し
た
後
、

太
平
橋
・
芋
の
八
重

橋
の
架
け
替
え
が
終

わ
れ
ば
順
次
道
路
等

の
整
備
を
し
て
い
く

と
の
事
で
あ
っ
た
が

手
付
か
ず
の
状
態
で

あ
る
。
耕
作
放
棄
地

対
策
や
振
興
作
物
の
導

入
、
旧
皆
越
分
校
施
設
の

整
備
を
含
め
皆
越
地
区
を

夢
あ
る
地
域
、
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
す
る
た
め

の
辺
地
総
合
整
備
計
画
を

策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
で
は
、
国
の
政

策
に
あ
る
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
を
策
定
す

問

問

問

問

春は見応えのある石楠花公園（皆越）

防災センター等の拠点建設場所が示された福祉センター

町
長

町
長

町
長

町
長
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再生あさぎり農業

一般質問15人が登壇

一
般
質
問

防災センターは必要か

将
来
に
向
け
た
農
業
の
取
組
み
は

ふれあい福祉センター
「温華乃遥温泉」の
　　改修事業はどうなる

小見田　和行　議員
こ　み　た　   か ず ゆ き 農

業
現
場
に
お

け
る
担
い
手
の

高
齢
化
に
向
け
、
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
、
集
落

営
農
組
織
の
法
人
化

等
、
様
々
な
農
政
が
展

開
さ
れ
て
き
た
が
、
客

観
的
意
見
と
今
後
の
政

策
は
。

農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
非
常

に
良
い
取
り
組
み
と
思

う
。
集
落
営
農
組
織
の

法
人
化
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
私
自
身
知
識
不
足

だ
が
法
人
事
業
者
と
し

て
の
知
識
を
持
っ
て
ア

ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と

は
行
い
た
い
。
法
人
と

し
て
方
向
性
を
確
立
す

る
に
は
、
優
れ
た
リ
ー

ダ
ー
に
権
限
を
委
ね
る

体
制
作
り
が
必
要
だ
と

思
う
。
農
業
現
場
で
の

高
齢
化
、
担
い
手
不
足

は
緊
急
な
課
題
と
捉
え
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

取
り
組
み
た
い
。
補
助
、

支
援
に
つ
い
て
も
国
は

一
部
の
担
い
手
に
焦
点

を
当
て
が
ち
だ
が
、
私

は
今
ま
で
農
業
を
支
え

た
人
た
ち
を
守
っ
て
く

れ
る
政
策
も
訴
え
た
い
。

　今
後
、
高
齢
者
の
離

農
も
予
想
さ
れ
る
が
、

今
ま
で
培
わ
れ
た
優
れ

た
技
術
も
資
産
と
し
て

継
承
さ
れ
る
べ
き
と
思

う
。

問町
長

実
施
計
画
予
算

は
可
決
済
み
だ

が
、
仕
様
の
見
直
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更

は
あ
る
の
か
。

従
来
か
ら
の
福

祉
の
拠
点
と
し

て
の
改
修
に
は
、
基
本

的
に
賛
成
だ
が
、
あ
さ

ぎ
り
町
の
安
全
、
安
心

な
食
材
で
食
を
通
じ
て

「
交
流
人
口
」
を
増
や
し
、

そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ

な
げ
る
施
設
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

私
の
考
え
を
伝
え
る
意

見
交
換
会
を
住
民
の
皆

様
と
行
い
、
そ
の
意
見

を
活
か
し
た
実
施
設
計

に
進
め
た
い
。
こ
れ
以

上
時
間
を
か
け
る
つ
も

り
は
無
い
。

人
口
減
少
の
中

で
、
こ
れ
以
上

新
し
い
建
物
を
建
て
る

事
は
い
か
が
な
も
の
か

と
の
認
識
は
充
分
あ

る
。
し
か
し
防
災
施
設

の
最
低
限
の
整
備
は
必

要
と
思
う
。
国
も
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
を
策

定
し
、
町
に
と
っ
て
有

利
な
事
業
の
選
択
肢
も

あ
ろ
う
か
ら
、
検
討
を

加
え
、
議
会
と
も
議
論

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
本
庁
舎
の
隣
の

建
物
」
の
解
体
後
に
３

階
に
防
災
セ
ン
タ
ー
の

構
想
が
あ
る
が
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画

と
の
整
合
性
を
ど
う
取

る
の
か
。

問町
長

町
長

（７） 令和元年　８月発行



産直住宅の必要性は

橋本　誠　議員
はしもと  まこと

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
入
浴（
定
期
券
）の
改
定
は

地
元
の
豊
富
な

森
林
資
源
を
活

用
し
、
地
元
の
工
務
店

で
建
築
す
る
産
直
住
宅

の
取
り
組
み
は
。

須
恵
の
町
営
住

宅
に
地
元
木
材

を
製
材
所
で
加
工
し
使

用
し
た
経
過
は
あ
る
。

製
材
業
は
少
な
く
な
り

事
業
承
継
の
問
題
が
あ

る
。
産
直
住
宅
は
裾
野

の
広
い
部
門
に
効
果
が

あ
る
。

町
内
で
新
築
増

改
築
等
に
、
地

元
以
外
の
産
材
や
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
等
が
か
か

わ
る
割
合
は
。

個
人
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
、
新

築
の
助
成
を
し
て
い
る

が
地
元
企
業
が
第
一
条

件
に
な
っ
て
い
る
。
地

元
産
材
を
使
う
使
わ
な

い
の
統
計
は
と
っ
て
い

な
い
。

地
元
産
材
・
工

務
店
に
お
金
が

落
ち
る
シ
ス
テ
ム
が
必

要
だ
。
補
助
金
を
出
す

場
合
の
問
題
は
。

町
の
木
材
は
非

常
に
良
質
な
為

市
場
に
で
る
と
地
域
外

の
人
達
が
買
い
に
来
る
。

買
い
手
が
増
え
る
と
値

段
も
上
が
り
、
そ
の
為

町
外
に
流
失
す
る
事
が

多
い
。
両
親
と
若
い
人

達
が
別
居
す
る
こ
と
で

空
き
家
が
増
え
る
。
解

体
費
用
の
問
題
。
２
世

帯
住
宅
を
産
直
住
宅
で

造
る
と
補
助
金
が
出
る

仕
組
み
づ
く
り
を
考
え

た
い
。

問

問

町産材 (町内製材所加工）を使用した須恵中央ハイツ

温泉に入ってくつろぐ皆さん

町
長

町
長が

増
と
聞
く
。
１
３
,

８
０
０
円
に
す
る
事
が

可
能
か
。町

長
の
承
認
で

可
能
。
引
続
き

指
定
管
理
者
と
定
期
券

等
の
協
議
し
た
い
。

議
会
が
ヘ
ル
シ
ー

ラ
ン
ド
改
修
・

料
金
値
上
げ
・
指
定
管

理
を
議
決
さ
れ
た
。
で

き
る
範
囲
で
改
善
努
力
・

知
恵
を
出
し
て
料
金
に

値
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
指
定
管
理
者
と
共
に

取
り
組
み
た
い
。

入
館
者
の
増
に

繋
が
る
為
に
利

用
料
の
減
額
は
。

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン

ド
条
例
の
利
用

料
金
制
で
は
、
町
長
の

事
前
承
認
で
条
例
に
定

め
た
利
用
料
金
を
上
回

ら
な
い
範
囲
で
指
定
管

理
者
が
設
定
で
き
る
。

３
ヶ
月
定
期
券

（
１
６
,
８
０
０

円
）
が
高
い
為
に
多
良

木
、
湯
楽
里
の
利
用
者

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン

ド
改
修
後
入
浴

料
値
上
げ
、
指
定
管
理

設
定
な
ど
住
民
意
見
に

対
す
る
改
善
策
は
。

新
し
い
指
定
管

理
者
も
意
見
箱

の
集
約
報
告
は
定
期
的

に
掲
示
し
て
い
る
。
利

用
者
か
ら
指
摘
が
あ
っ

た
駐
車
場
の
照
明
は
改

善
し
て
お
り
、
正
面
玄

関
前
に
つ
い
て
は
今
後

改
善
を
行
っ
て
い
く
。

問
問

問

商
工

観
光

課
長

生
活

福
祉

課
長

生
活

福
祉

課
長

町
長

問 生
活

福
祉

課
長
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町
長
の
政
治
姿
勢
及
び
所
信
表
明
に
つ
い
て

一
般
質
問

久保田　久男　議員
く　ぼ　た       ひ  さ  お

選
挙
の
度
に
願

う
の
は
、
し
こ

り
の
残
ら
な
い
ク
リ
ー

ン
な
選
挙
で
あ
っ
て
も

ら
い
た
い
。
こ
れ
は
、

あ
さ
ぎ
り
全
町
民
の
願

い
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

そ
の
願
い
は
裏
切
ら
れ
、

政
策
論
争
で
は
な
く
、

怪
文
書
が
出
回
る
選
挙

戦
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
、
大
変
残
念
に

思
う
。
ま
ず
、
今
回
の

選
挙
を
総
括
し
て
の
感

想
は
。

後
味
が
さ
っ
ぱ

り
し
た
選
挙
戦

で
あ
っ
た
ら
良
か
っ
た

な
と
い
う
の
が
私
の
考

え
だ
。

後
援
会
会
報
に

「
低
迷
す
る
町
か

ら
成
長
す
る
町
へ
あ
さ

ぎ
り
町
が
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
」
と
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
っ
た

が
そ
の
真
意
は
。

一
つ
の
選
挙
戦

略
で
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
町
を
変
え
て

欲
し
い
と
い
う
人
達
の

心
を
掴
む
選
挙
の
一
つ

の
手
法
と
い
う
こ
と
で
、

理
解
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。

こ
れ
は
捉
え
よ

う
で
は
、
前
町

政
の
全
面
否
定
に
な
ら

な
い
か
。
我
々
議
会
は
、

役
場
は
何
し
て
い
た
ん

だ
と
。

　次
に
怪
文
書
が
出
回

る
選
挙
に
な
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
。

こ
れ
は
文
面
か

ら
見
る
と
、
私

の
陣
営
か
ら
出
た
と
み

ら
れ
る
の
が
普
通
だ
ろ

う
。
そ
う
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
本
当
に
残

念
で
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
誰
か
ら
出
さ
れ

た
の
か
、
私
も
皆
目
わ

か
ら
な
い
。

仮
に
関
係
な
い

と
こ
ろ
か
ら
出

た
と
し
て
、
そ
の
よ
う

な
も
の
を
何
故
選
挙
運

動
に
利
用
し
た
の
か
。

私
は
選
挙
運
動

に
使
っ
た
覚
え

は
な
い
が
、
支
援
者
の

中
に
は
個
人
的
に
そ
う

い
う
思
い
の
方
が
あ
ろ

う
が
、
事
務
所
内
で
そ

う
い
う
選
挙
運
動
を
や

ろ
う
と
い
う
会
議
を
し

た
こ
と
は
な
い
。

途
中
で
そ
う
い

う
運
動
は
し
な

い
よ
う
に
徹
底
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。

会
議
の
中
で
は
、

そ
の
よ
う
な
手

法
を
と
る
よ
う
な
打
ち

合
わ
せ
は
し
て
い
な
い
。

今
回
の
選
挙
、
い

ろ
い
ろ
な
方
々

に
迷
惑
を
か
け
た
と

言
っ
て
頂
き
た
い
。

私
が
一
切
関
知

し
て
な
い
こ
と

に
、
私
は
謝
罪
す
る
考

え
は
な
い
。

今
回
の
選
挙
で

区
長
・
民
生
委

員
の
職
に
あ
ら
れ
る
方

が
堂
々
と
運
動
に
関

わ
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
担
当
課
と

し
て
ど
の
よ
う
な
指
導

を
さ
れ
た
の
か
。

区
長
と
い
う
職

務
上
の
地
位
に

あ
る
た
め
に
、
選
挙
運

動
に
お
い
て
相
手
方
が

地
位
利
用
と
見
ら
れ
る

行
為
も
多
々
あ
る
こ
と

か
ら
、
選
挙
に
お
け
る

際
の
行
動
、
言
動
に
は

注
意
す
る
よ
う
説
明
を

行
っ
て
い
る
。

問

問

問問問

問

問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

（９） 令和元年　８月発行



一
般
質
問

防災拠点施設への取組みは

子育て支援制度の
　　　今後について

森岡　勉　議員
もりおか  つとむ

防
災
拠
点
施
設

に
つ
い
て
は
、

執
行
部
共
々
、
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自

然
災
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
、
住
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
責

任
が
あ
る
。
町
長
の
所

信
で
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
解
体
し
、
新
た
に
三

階
建
て
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
議
会
に
検
討
を

申
し
入
れ
た
。
こ
れ
ら

の
時
期
・
規
模
・
建
設

予
算
等
に
つ
い
て
の
考

え
を
示
し
て
ほ
し
い
。

議
会
に
お
い
て
、

防
災
セ
ン
タ
ー

と
議
事
堂
の
移
転
を
特

別
委
員
会
で
検
討
が
な

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
築
三
十
八
年
を
経
過

し
て
お
り
、
又
、
町
の

重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

三
課
、
一
局
が
入
っ
て

お
り
、
機
能
が
経
済
の

中
枢
の
観
点
か
ら
、
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
の

活
用
を
早
急
に
取
組
み

た
い
。

議
会
の
特
別
委

員
会
で
の
調
査

結
果
が
出
さ
れ
た
と
き
、

又
、
前
町
長
と
の
引
き

継
ぎ
を
踏
ま
え
た
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
の
取
組
み

は
。

町
の
経
済
社
会

の
機
能
を
喪
失

せ
ず
、
投
資
は
十
分
に

見
極
め
、
特
別
委
員
会

の
意
見
も
十
分
配
慮

し
、
産
業
の
振
興
、
活

性
化
を
含
め
た
防
災
セ

ン
タ
ー
を
考
え
て
い
る
。

町
と
議
会
は
、
車

の
両
輪
で
あ
り

ま
す
の
で
財
政
規
律
を

遵
守
し
て
、
規
模
に
合
っ

た
計
画
を
す
べ
き
で
あ

る
。

そ
れ
は
大
切
で

あ
る
。
町
の
財

政
運
営
の
現
状
を
し
っ

か
り
把
握
し
、
適
材
適

所
に
人
材
を
配
置
し
な

が
ら
、
力
を
合
わ
せ
や
っ

て
い
き
た
い
。

問

問

問

そ
の
他
の
質
問

町
長

町
長

町
長

あさぎり町防災基本条例施行後初めての防災会議

窓口申請状況

こ
ど
も
医
療
費

の
助
成
は
、
中

学
三
年
生
ま
で
拡
大
し
、

併
せ
て
償
還
払
い
制
度

を
平
成
二
十
六
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
な
か
、

制
度
の
変
更
を
現
物
払

制
度
に
変
更
し
た
い
方

針
の
根
拠
は
。
現
在
、

町
財
政
の
予
算
の
35
％

を
民
生
費
が
占
め
る
。

歳
出
の
抑
制
を
図
り
な

が
ら
現
制
度
で
誰
に
も

公
平
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

子
ど
も
世
代
の

中
に
も
格
差
が

広
が
っ
て
い
る
感
じ
が

し
、
現
実
保
護
者
の
声

が
、
現
物
支
給
に
し
て

ほ
し
い
要
望
が
あ
り
、

コ
ン
ビ
ニ
受
診
に
よ
り

医
療
機
関
や
医
療
費
の

高
騰
に
な
ら
な
い
様
、

保
護
者
や
P
T
A
と
話

し
た
り
医
療
機
関
と
協

議
し
て
か
ら
移
行
し
て

行
き
た
い
。

事
業
推
進
室
の
設
置
に

つ
い
て

問

町
長
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一
般
質
問

現
状
の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
は

子牛導入補助金について

事業推進室の設置で
　　職員は増えるのか

皆越　てる子　議員
みなこし

平
成
30
年
7
月
、

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン

ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
、
や
が
て

1
年
が
経
と
う
し
て
い

る
状
況
の
中
、
本
年
4

月
よ
り
３
年
の
指
定
管

理
で
管
理
運
営
を
担
い
、

企
業
と
し
て
一
生
懸
命

運
営
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
町
と
し
て
看
板
の

取
り
付
け
を
検
討
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
そ
の
後
は
。

誘
導
看
板
・
表

示
看
板
・
立
て

看
板
は
塗
り
替
え
済
み

だ
が
、
国
道
沿
い
三
差

路
の
右
折
看
板
に
つ
い

て
は
複
合
的
な
看
板
の

た
め
保
留
中
で
あ
る
。

お
か
ど
め
幸
福

駅
で
も
ヘ
ル
シ
ー

ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
は
必
要

だ
と
思
う
が
。

幸
福
駅
か
ら
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
・

谷
水
薬
師
と
線
で
つ
な

ぐ
途
中
に
ヘ
ル
シ
ー
ラ

ン
ド
も
あ
る
の
で
、
関

係
課
と
協
議
さ
せ
て
頂

き
た
い
。赤

い
ポ
ー
ル
の

駐
車
禁
止
の
件

は
。

正
面
玄
関
で
景

観
も
損
な
う
の

で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
も
考

え
て
み
た
が
進
入
禁
止

の
ゾ
ー
ン
・
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー

ン
目
立
つ
色
で
塗
る
と

い
う
こ
と
も
内
部
で
検

討
し
て
い
る
。

特
別
委
員
会
で

議
論
し
、
決
定

し
た
回
数
券
・
大
広
間

の
利
用
料
金
で
す
が
、

委
託
料
と
の
整
合
性
も

あ
る
が
、
再
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

利
用
者
の
方
か

ら
改
善
の
跡
が

見
え
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
。

町
民
の
声
よ
り
、

子
牛
導
入
補
助

金
を
上
げ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
家
畜

の
現
状
と
補
助
金
に
つ

い
て
。

家
畜
の
導
入
・

保
留
牛
の
事
業

と
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
町

で
は
１
頭
10
万
円
の
導

入
事
業
補
助
金
を
交
付
。

保
留
の
事
業
と
し
て
5

万
円
。
上
限
15
万
円
で

の
範
囲
内
で
農
家
の
判

断
に
よ
り
事
業
実
施
を

さ
れ
て
い
る
。

他
の
町
村
に
お

い
て
尋
ね
て
み

る
と
、
畜
産
農
家
の
高

齢
化
・
廃
業
と
い
っ
た

背
景
の
中
、
村
と
し
て

畜
産
農
家
へ
の
補
助
金

の
検
討
。
あ
る
町
で
は

見
直
し
で
、
補
助
金
を

下
げ
る
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
い
る
。
あ
さ
ぎ

り
町
の
見
直
し
は
。

補
助
金
の
枠
が

毎
年
１
，０
０
０

万
円
ほ
ど
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
予
算
の
範
囲
内
で

役
員
の
考
え
方
で
要
項

を
改
正
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。廃

業
さ
れ
た
畜

舎
の
有
効
利
用

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。人

・
牛
・
仕

事

づ
く
り
事
業
と

い
う
の
が
あ
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
球
磨
人
吉

管
内
で
事
業
を
し
て
い

る
人
は
い
な
い
状
況
。

事
業
推
進
室
の

設
置
で
職
員
の

増
加
、
定
年
延
長
に
つ

い
て
は
。職

員
増
は
し
な

い
。
定
年
延
長

に
つ
い
て
は
、
国
の
方

向
性
を
見
な
が
ら
国
の

指
示
の
下
で
進
め
て
い

く
。

問

問

問

問

問問

問問

生
活

福
祉

課
長

生
活

福
祉

課
長

農
林

振
興

課
長

農
林

振
興

課
長

農
林

振
興

課
長

生
活

福
祉

課
長

町
長

町
長

検討中の駐車禁止標示

出荷間近の子牛
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一
般
質
問

所信表明の「農業林業商工業の
　　　これからの取り組み」について

小出　高明　議員
こいで　たかあき

あ
さ
ぎ
り
町
活

性
化
プ
ラ
ン
作

成
を
行
う
と
あ
る
が
、

こ
の
目
的
は
。

一

つ

は
、
今
、

法
人
化
が
進
ん

で
い
る
。
そ
の
法
人
化

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
手

伝
い
も
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、
8
0
0
の
農
家
の

う
ち
2
0
0
の
農
家
が

廃
業
を
望
ん
で
い
る
と

い
う
事
で
、
そ
の
際
に

専
門
家
の
手
伝
い
が
あ

れ
ば
、
応
援
支
援
す
る

事
に
な
る
の
で
は
。

私
と
し
て
は
、

二
者
択
一
で
は

な
く
、
今
、
農
業
を
や
っ

て
い
る
人
の
底
上
げ
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
。
例
え
ば
、
価
格
保

証
出
来
る
作
物
を
作
り
、

い
か
に
収
量
を
上
げ
所

得
に
つ
な
げ
る
か
。
前

町
長
は
、
旧
深
田
中
学

校
校
舎
を
解
体
し
、
農

産
物
の
加
工
施
設
を
。

と
い
う
考
え
が
あ
っ
た

わ
け
で
す
が
、
引
継
事

項
の
中
で
、
継
続
し
て

進
め
る
、
と
い
う
事
で

間
違
い
な
い
か
。

私
も
、
存
続
か

廃
業
か
だ
け
で

な
く
、
農
家
さ
ん
の
価

格
を
安
定
さ
せ
る
収
穫

量
を
上
げ
て
い
く
取
り

組
み
も
し
て
い
き
た
い

し
、
深
田
中
跡
地
活
用

も
、
そ
の
方
向
で
進
ん

で
い
き
た
い
。

次
に
今
、
畜
産

農
家
の
中
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

林
業
の
所
で
も
言
わ
れ

た
が
、
畜
産
に
必
要
な

オ
ガ
粉
が
不
足
し
て
い

る
事
。
こ
れ
は
、
製
材

所
の
廃
業
が
一
因
と
な
っ

て
い
る
と
の
事
だ
が
、

私
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
影
響
が
か
な
り
出

て
き
て
い
る
と
思
う
。

木
質
チ
ッ
プ
と
か
木
質

ペ
レ
ッ
ト
等
が
必
要
で

あ
り
、
奪
い
合
い
の
状

態
と
も
聞
く
。
そ
の
事

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た

い
。

あ
さ
ぎ
り
町
に

は
誘
致
企
業
で
、

大
型
製
材
所
が
来
て
、

大
量
の
オ
ガ
粉
を
製
造

し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
が
町
外
に
出
て
行
っ
て

い
る
。
交
渉
次
第
で
町

の
方
に
回
せ
る
様
に
出

来
な
い
も
の
か
考
え
て

い
る
。

町
有
林
で
は
多

く
の
間
伐
材
と

か
風
倒
木
が
あ
り
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

豪
雨
災
害
の
時
に
流
木

と
な
り
、
被
害
を
大
き

く
す
る
要
因
に
も
な
る
。

そ
う
い
っ
た
廃
材
を
利

用
し
た
オ
ガ
粉
製
造
に

取
り
組
み
、
畜
産
農
家

に
安
定
供
給
す
る
考
え

は
な
い
か
。

実
際
に
、
オ
ガ

粉
製
造
は
、
水

上
村
湯
山
で
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
も
考
え
、
検
討
は
し

て
み
た
い
。

問

問

問

問

旧深田中学校

畜産農家の中で問題となっているオガ粉不足

町
長

町
長

町
長

町
長
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球磨川幸福マラソン大会の目的と費用対効果の検証を

一
般
質
問

自
治
大
学
校
で
人
を
育
て
る

久保　尚人　議員
く　ぼ　　 な お と

組
織
を
最
大
限

活
性
化
す
る
た

め
、
プ
ロ
の
行
政
マ
ン

を
育
て
る
必
要
が
あ
る
。

職
員
に
は
、
な
く

て
は
な
ら
な
い

人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

熱
意
が
な
い
と
、
費
用
を

使
っ
て
も
効
果
が
出
な

い
の
で
、
自
覚
に
応
じ
て

能
力
を
伸
ば
し
た
い
。

私
が
先
頭
に
立
っ
て
事

業
を
推
進
し
、
決
断
と

行
動
、
説
明
責
任
を
果

た
し
、
職
員
の
模
範
と

な
る
こ
と
が
大
切
だ
。

職
員
の
人
材
育

成
基
本
方
針
を

定
め
、
研
修
計
画
を
進

め
て
い
る
。

町
民
や
議
員
か

ら
の
要
望
や
苦

情
も
多
岐
に
わ
た
っ
て

複
雑
化
し
て
い
る
。
法

令
、
条
例
を
熟
知
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に

た
け
た
事
務
方
ト
ッ
プ

の
必
要
性
を
感
じ
る
。自

治
大
学
校
に
は
や
る
気

の
あ
る
行
政
マ
ン
が
集

う
。
そ
の
よ
う
な
環
境

の
中
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
し
、 

今
の
仕
事
に

生
か
せ
る
な
ら
大
学
校

で
の
研
修
に
参
加
さ
せ

る
べ
き
で
は
。

予
算
面
を
考
慮

し
、
派
遣
枠
を

設
け
て
実
現
し
て
い
き

た
い
。

問

問

客
観
的
な
評
価
を
残
し

て
お
く
こ
と
も
必
要
だ
。

次
回
の
大
会
は
、

運
営
の
現
状
及

び
課
題
等
を
検
証
す
る

機
会
と
と
ら
え
て
い
る
。

会
長
と
し
て
準

備
の
段
階
か
ら

一
緒
に
仕
事
を
す
る
の

ス
タ
ッ
フ
の
確

保
や
準
備
作
業

に
多
く
の
時
間
を
費
や

す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
目
的
が
あ
い
ま
い

で
、
費
用
対
効
果
を
明

確
に
し
な
け
れ
ば
真
の

成
果
が
図
れ
な
い
。
財

政
規
模
が
縮
小
す
る
時

代
の
各
ソ
フ
ト
事
業
の

取
捨
選
択
の
た
め
に
、

で
し
っ
か
り
検
証
し
て

審
議
し
て
い
き
た
い
。

一
度
は
執
行
部

で
や
め
た
い
と

意
見
が
出
た
大
会
を
議

員
総
意
で
継
続
さ
せ
た

経
緯
も
あ
り
、
執
行
部

と
議
会
で
盛
り
上
げ
た

い
と
考
え
る
が
、
費
用

対
効
果
の
面
で
は
残
念

な
が
ら
良
い
効
果
が
上

が
っ
た
と
は
言
い
難
い

状
況
だ
。
収
入
に
関
す

る
提
案
と
し
て
、
大
会

エ
ン
ト
リ
ー
権
を
返
礼

品
に
し
た
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
使
っ
て
参
加

し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う

か
。
返
礼
品
と
諸
経
費

を
差
し
引
い
た
額
が
増

額
と
な
り
大
会
運
営
費

に
回
す
こ
と
も
可
能
な

の
で
は
。

（
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
限
ら
ず
）
民

間
活
力
を
使
っ
て
、
熱

い
人
た
ち
を
集
め
て
事

業
の
推
進
を
し
て
い
き

た
い
。

町
長

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

教
育　長

問

問

　総
務
省
が
設
置
し

て
い
る
国
の
機
関

で
、
地
方
公
務
員
の

資
質
を
向
上
し
、
勤

務
能
率
の
発
揮
及
び

増
進
を
図
り
、
地
方

公
共
団
体
の
行
政
の

民
主
的
か
つ
能
率
的

な
運
営
を
期
す
る
た

め
、
地
方
公
務
員
に

対
す
る
行
動
の
研
修

を
行
う
機
関
と
し

て
、
昭
和
28
年
に
設

立
さ
れ
た
。

　研
修
の
内
容
は
、

地
方
公
共
団
体
の
幹

部
職
員
と
し
て
必
要

と
な
る
政
策
形
成
能

力
及
び
行
政
経
営
能

力
の
習
得
を
目
指
す

一
般
研
修
課
程
、
特

定
の
行
政
分
野
に
必

要
と
さ
れ
る
高
度
な

知
識
、
実
務
処
理
能

力
の
充
実
を
目
指
す

専
門
研
修
課
程
に
大

別
さ
れ
て
い
る
。

「
自
治
大
学
校

　

   

に
つ
い
て
」

水 上 村

（13） 令和元年　８月発行



一
般
質
問

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
は

奥田　公人　議員
おくだ　   きみと

ふ
れ
あ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
、
基

本
理
念
と
し
て
「
食
・

趣
味
・
娯
楽
等
の
活
動

を
通
じ
て
活
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
を

設
け
、
健
康
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
を
行
い
ま

す
。
住
民
が
集
い
町
内

外
の
人
の
交
流
に
よ
り

活
力
が
生
ま
れ
、
活
力

に
あ
ふ
れ
る
福
祉
活
動

拠
点
を
創
造
し
ま
す
。」

と
、
う
た
っ
て
あ
る
が
、

設
計
の
段
階
で
は
、
福

祉
活
動
拠
点
施
設
と
し

て
の
目
的
を
見
出
す
の

に
非
常
に
厳
し
い
問
題

が
山
積
し
て
い
る
。
町

長
の
具
体
的
な
考
え
を

問
う
。

あ
さ
ぎ
り
町
に

は
、
健
康
と
幸

せ
づ
く
り
と
い
う
大
き

な
テ
ー
マ
が
あ
る
。
や

は
り
健
康
の
１
番
の
も

と
は
食
で
あ
る
。
あ
さ

ぎ
り
町
の
大
地
で
太
陽

を
浴
び
て
、
き
れ
い
な

水
で
育
っ
た
野
菜
は
、

ま
さ
し
く
私
は
体
の
健

康
を
つ
く
る
薬
膳
料
理

だ
と
考
え
る
。
せ
っ
か

く
で
あ
る
な
ら
ば
料
理

を
つ
く
る
よ
う
な
キ
ッ

チ
ン
も
兼
ね
備
え
た
ら

活
用
が
広
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

町
長
は
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
を
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
移
設

し
た
い
と
言
わ
れ
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
は

農
産
物
の
直
売
や
土
産

物
の
販
売
施
設
に
希
望

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
。

食
堂
の
隣
で
騒
が
し
い

状
況
は
余
り
適
当
で
な

い
と
考
え
る
が
。

私
は
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ペ
ー
ス
と
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
を
両
方
と

も
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー

ス
と
し
た
ら
ど
う
か
と

考
え
る
。改

修
計
画
の
中

で
は
床
面
を
フ

ラ
ッ
ト
に
す
る
た
め
、

イ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に
あ

る
ス
テ
ー
ジ
も
撤
去
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
り
、
に
ぎ
わ
い
を
創

設
す
る
た
め
に
は
是
非

ス
テ
ー
ジ
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
考
え
る

が
。

ス
テ
ー
ジ
が
あ

る
と
い
ろ
ん
な

使
い
道
が
あ
る
と
思
う

の
で
意
見
交
換
会
で
協

議
し
て
進
め
た
い
。

高
齢
者
が
利
用

出
来
る
よ
う
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

が
必
要
と
思
う
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
や
機
材
も
、

で
き
る
こ
と
な
ら
導
入

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
る
が
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
は
新
潟

県
の
見
附
市
で
そ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
い

る
。
承
認
が
あ
れ
ば
見

学
に
行
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
あ
さ
ぎ
り
町

で
可
能
か
ど
う
か
検
証

が
必
要
だ
と
思
う
。
で

き
る
な
ら
ば
高
齢
者
の

ス
ポ
ー
ツ
等
の
為
の
器

具
も
設
置
し
た
い
。

今
後
の
計
画
は

ど
う
な
る
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
の
施
工
の

予
定
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
不
明
確
な
部
分
が
多

い
。

問

問

問

問問

改修前のふれあい福祉センター

町
長

町
長

町
長

町
長

生
活

福
祉

課
長

《交流ホール》《交流ホール》

《エントランスホール》《エントランスホール》
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一
般
質
問

子育ては学びのスタート

加賀山　瑞津子　議員
か が や ま 　  み つ こ

ブックスタート事業の継続を

乳幼児からの
歯の健康づくりを

ふ
る
さ
と
の
味
を
伝
え
る

　
　
　「あ
さ
ぎ
り
食
堂
」
の
設
置
を

生
活
の
中
の
、
　

一
番
身
近
で
最

初
の
学
び
は
子
育
て
だ

と
考
え
る
が
。

地
域
で
育
て
て

い
く
事
で
、
子

供
が
育
ち
親
も
学
ん
で

い
く
。
子
供
た
ち
の
部

活
や
ク
ラ
ス
の
活
動
を

通
し
て
親
同
士
が
知
り

合
い
、
人
の
つ
な
が
り

に
な
っ
て
大
き
な
財
産

に
な
っ
て
い
く
。

事
も
子
供
た
ち
に
も
経

験
さ
せ
る
。
そ
の
知
恵

を
高
齢
者
の
方
か
ら
い

た
だ
く
事
で
、
生
き
が

い
も
出
て
く
る
と
思

う
。

町
長
は
林
業
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
。
目
の
前
の
人
材
育

成
も
大
切
だ
し
、
将
来

の
大
黒
柱
と
な
り
う
る

木
を
植
え
て
育
て
る
こ

と
も
大
事
。
私
は
子
育

て
が
そ
の
第
一
歩
だ
と

思
う
。

民
間
活
力
を
使
っ

て
地
域
を
活
性

化
し
、
事
業
を
通
し
て

若
い
人
が
育
っ
て
い

く
。
子
供
た
ち
の
素
晴

し
い
閃
き
を
活
用
し
郷

土
愛
を
育
ん
で
い
き
た

い
。

赤
ち
ゃ
ん
の
10
ヶ

月
健
診
の
時
に

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

（
絵
本
の
配
付
）
を
行
っ

て
い
る
が
、
こ
の
本
は

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
信

頼
関
係
を
深
め
る
た
め

の
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
と

思
う
。
一
回
だ
け
で
な

く
２
才
３
才
小
中
学
校

の
入
学
時
な
ど
に
も
配

布
で
き
な
い
か
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
は
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
子

供
に
読
み
聞
か
せ
て
や

る
そ
の
ぬ
く
も
り
に
大

き
な
働
き
が
あ
る
と
思

う
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い

は
非
常
に
大
事
な
事
。

担
当
と
一
緒
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

80
才
で
20
本
の

歯
、
8
0
2
0

運
動
は
幼
少
期
か
ら
の

継
続
の
成
果
。
金
銭
的

サ
ポ
ー
ト
を
含
め
た
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
、

予
防
の
フ
ッ
化
物
洗
口

や
口
腔
ケ
ア
の
指
導
に

併
せ
て
治
療
・
受
診
の

た
め
の
交
通
手
段
等
の

取
り
組
み
も
必
要
で

は
。

償
還
払
い
か
ら

現
物
支
給
を
考

え
た
ひ
と
つ
の
理
由
が

歯
の
治
療
の
こ
と
。
健

康
な
歯
は
と
て
も
大
切

だ
。
今
後
色
々
と
検
討

し
て
い
く
。

小
さ
い
時
に
食

べ
た
も
の
は
、

大
き
く
な
っ
て
か
ら
の

「
ふ
る
さ
と
の
味
」
と

な
る
。
食
べ
る
こ
と
に

つ
い
て
意
識
す
る
こ
と

は
本
当
に
大
事
。
元
気

な
歯
で
し
っ
か
り
食
べ
、

健
康
で
長
生
き
す
る
。

今
後
あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、

子
供
食
堂
で
は
な
く
、

子
供
と
高
齢
者
が
共
に

集
う
「
あ
さ
ぎ
り
食
堂
」

の
設
置
を
提
案
す
る
。

食
べ
る
物
を
育

て
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
て
、
料
理
す
る

問

問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
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一
般
質
問

取
水
量
減
少
の
水
源
へ
の
対
応
は

防
災
に
つ
い
て

永井　英治　議員
な が い 　 え い じ

先
日
の
建
設
経

済
常
任
委
員
会

に
お
い
て
、
岡
原
第
一

浄
水
場
の
水
量
が
減
少

し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
が
、
毎
年
の
よ

う
に
ど
こ
か
の
水
源
の

取
水
量
の
減
少
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
岡
原

地
区
に
お
い
て
は
、
数

年
前
竹
野
地
区
で
水
源

の
試
掘
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

平
成
23
年
度
に

免
田
地
区
を
除

く
４
地
区
で
新
規
水
源

の
試
掘
を
行
っ
て
い
る
。

須
恵
地
区
と
上
地
区
の

試
掘
箇
所
で
は
水
量
不

足
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、

岡
原
竹
野
地
区
・
深
田

明
廿
地
区
に
お
い
て
は

水
量
・
水
質
共
に
良
好

な
水
源
と
し
て
活
用
が

期
待
で
き
る
結
果
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
試
掘
場

所
が
い
ず
れ
も
私
有
地

だ
っ
た
た
め
、
将
来
に

お
い
て
活
用
す
る
際
は
、

隣
接
す
る
適
切
な
場
所

を
選
ぶ
事
に
な
る
と
考

え
て
い
る
が
、
具
体
的

な
年
度
等
は
未
定
で
あ

る
。

そ
れ
を
生
か
す

こ
と
が
難
し
い

な
ら
ば
、
緊
急
避
難
措

置
と
し
て
免
田
地
区
の

水
道
を
岡
原
地
区
に
生

か
す
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

現
況
で
は
、
各

地
区
の
末
端
の

水
道
管
の
口
径
の
違
い

等
の
問
題
が
あ
る
。
ま

た
、
免
田
地
区
と
岡
原

地
区
で
は
高
低
差
も
あ

る
の
で
難
し
い
と
考
え

る
。
し
か
し
、
上
地
区

の
新
川
北
浄
水
場
が
岡

原
地
区
と
連
結
し
て
い

る
の
で
、
水
量
不
足
の

時
は
水
を
送
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

将
来
、
人
口
減

少
等
に
伴
い
給

水
量
が
減
少
す
れ
ば
、

単
位
コ
ス
ト
が
上
が
り
、

水
道
料
金
に
跳
ね
返
る

事
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、

値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
考
え
て
ほ
し
い
が
。

大
き
な
水
源
が

い
く
つ
か
あ
れ

ば
良
い
と
思
う
の
だ
が
、

基
本
的
に
、
水
道
料
金

の
値
上
げ
と
い
う
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
の
負

担
を
増
や
さ
な
い
よ
う

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

町
長
は
所
信
表

明
の
中
で
、
防

災
施
設
は
早
急
に
取
り

組
む
事
案
と
し
て
い
る

が
、
時
期
に
つ
い
て
は
。

国
が
進
め
て
い

る
「
国
土
強
靭

化
計
画
」
で
ど
の
よ
う

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

か
確
認
し
な
が
ら
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

「
政
府
は
、
防
災

減
災
国
土
強
靭

化
の
為
、
３
か
年
緊
急

計
画
を
集
中
的
に
実
施

す
る
」
と
あ
る
。
合
併

特
例
債
も
起
債
の
期
限

が
令
和
５
年
と
な
る
の

で
、
早
急
に
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

る
が
。

そ
う
い
う
こ
と

を
頭
に
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

問

問

問問問

町
長

町
長

町
長

岡原第一浄水場

上
下

水
道

課
長

上
下

水
道

課
長
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一
般
質
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あさぎり町駅前の風景

現在の旧東庁舎

旧東庁舎を運動施設に

空
き
教
室
を
高
齢
者
の
憩
い
の
場
に

デ
マ
ン
ド
交
通
を
有
効
な
使
い
方
に

岩本　恭典　議員
いわもと　やすのり

地
区
を
超
え
た
仲
間
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
豊
か
に
な

り
、
脳
が
活
性
化
し
て

認
知
症
予
防
に
期
待
で

き
る
と
思
う
が
。

　

有
効
な
活
用
方

法
だ
と
思
う
の

で
、
町
民
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
取
り
組
ん
で

い
く
。

介
護
保
険
の
基 

準
保
険
料
は
、

平
成
18
年
、
年
額
４
万

５,

７
２
０
円
、
現
在

７
万
８,
０
０
０
円
、
令

和
7
年
に
は
９
万
８,
４

０
０
円
と
増
え
続
け
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

負
担
軽
減
の
た
め
の
新

た
な
取
り
組
み
が
あ
る

か
。

あ
さ
ぎ
り
町
は

健
康
に
対
す
る

意
識
が
高
い
地
域
だ
と

確
信
し
て
い
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
の
勉
強
会
、

研
修
会
へ
の
参
加
者
も

多
い
。
今
後
さ
ら
に
そ

う
い
う
活
動
を
続
け
、
介

護
者
と
医
療
の
お
世
話

に
な
る
人
達
を
減
ら
す

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

　

医
療
費
を
抑
え

る
た
め
に
、
旧

東
庁
舎
を
子
供
か
ら
御

年
寄
り
が
利
用
で
き
る

健
康
づ
く
り
体
力
づ
く

り
の
た
め
の
運
動
施
設

と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、健
康
に
寄
与
し
「
医

療
費
削
減
」
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
。

国
土
強
靱
化
地

域
計
画
中
で
、

自
主
防
災
組
織
団
体
の

研
修
、
会
議
の
場
、
災

害
時
の
避
難
場
所
、
等

に
も
利
用
で
き
る
施
設

と
併
せ
検
討
し
て
い
く
。

問

問

町
長

町
長

町
長

旧
免
田
中
学
校

に
二
つ
の
空
き

教
室
が
あ
る
が
、
仕
事

を
定
年
退
職
し
た
方
々

の
経
験
・
技
術
・
資
格

を
活
か
し
て
、
高
齢
者

の
方
が
毎
日
交
流
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

あ
る
い
は
、
娯
楽
の
場

（
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
等
）

と
し
て
使
え
な
い
か
。

最
近
、
毎
日
の

よ
う
に
高
齢
者

の
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
て
い
る
。
あ

さ
ぎ
り
町
は
、
既
に
交

通
弱
者
の
た
め
の
外
出

支
援
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス

交
通
」
事
業
の
予
算
を

計
上
し
、
特
別
委
員
会

で
詳
細
の
検
討
中
で
あ

る
。
運
動
施
設
で
体
力

を
鍛
え
、
町
の
温
泉
に

入
っ
て
体
を
癒
し
、
町

長
が
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
考
え
て
い
る

薬
膳
料
理
を
食
べ
て
体

内
を
鍛
え
、
学
校
の
空

き
施
設
を
使
っ
て
脳
を

鍛
え
る
。
こ
の
よ
う
な

流
れ
を
循
環
さ
せ
「
デ

マ
ン
ド
交
通
が
あ
っ
て

よ
か
っ
た
」
と
思
え
る

よ
う
な
「
利
用
で
き
る

場
所
」
を
増
や
す
事
も

必
要
だ
と
思
う
が
。

問

問

交
通
機
関
に
関

し
て
は
、
旅
客

運
送
業
者
の
妨
げ
と
な

ら
な
い
よ
う
出
来
る
範

囲
で
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

る
。

町
長
と
し
て
の
立
場
で

今
後
の
駅
前
開
発
の
方

向
性
に
つ
い
て
。

町
長そ

の
他
の
質
問
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一
般
質
問

難波　文美　議員
なんば    あ や み

令
和
元
年
に
誕

生
し
た
尾
鷹
町

政
が
、
変
化
の
厳
し
い

社
会
情
勢
に
対
応
で
き

る
強
い
町
づ
く
り
に
責

任
を
持
っ
て
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

疎
水
百
選
や
世
界
か
ん

が
い
施
設
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
幸
野
溝
と

百
太
郎
溝
は
昨
年
の
豪

雨
に
よ
り
氾
濫
や
冠
水

被
害
を
引
き
起
こ
し

た
。
観
光
資
源
と
農
業

用
水
路
両
面
に
お
い
て

の
課
題
と
今
後
の
対
策

は
。

観
光
施
設
と
し

て
は
あ
ま
り
手

を
加
え
ず
専
門
家
の
意

見
を
聞
き
、
そ
の
歴
史

や
素
晴
ら
し
い
点
を
情

報
発
信
で
き
る
面
を
整

備
し
て
い
く
。 

防
災
の

面
で
は
自
主
防
災
組
織

を
中
心
に
危
険
箇
所
を

把
握
し
て
、
万
が
一
の

手
当
が
で
き
る
よ
う
準

備
や
訓
練
を
行
う
。

治
水
機
能
向
上

の
た
め
に
、
阿

蘇
市
の
手
野
遊
水
池
が

暫
定
運
用
を
始
め
た
。 

町
の
放
水
路
や
遊
水
池

の
状
況
は
。

国
交
省
が
中
心

と
な
っ
て
河
川

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
お
り
、
大
雨

時
に
水
位
を
下
げ
る
放

水
路
を
設
定
し
て
あ
る

が
遊
水
池
は
な
い
。

昨
年
８
月
に
県

南
広
域
本
部
が

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
で
１
億
１
６
０

０
万
の
事
業
費
を
組
ん

で
い
る
が
そ
の
内
容
と

経
過
は
。平

成
21
年
度
と

22
年
度
に
百
太

郎
溝
の
機
能
診
断
と
改

修
の
ラ
ン
ク
付
け
を
し

て
お
り
緊
急
度
に
応
じ

て
改
修
工
事
を
行
っ
て

い
る
。 

下
流
側
左
岸
の

石
積
み
改
修
を
令
和
２

年
度
で
完
了
予
定
で
あ

る
が
令
和
３
年
度
ま
で

伸
び
る
可
能
性
も
あ
る
。

改
修
の
際
、
古

く
狭
い
路
面
に

大
型
重
機
が
搬
入
さ
れ

た
事
で
崩
落
や
大
き
な

ひ
び
割
れ
が
起
き
た
が

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

町
内
の
舗
装
補

修
工
事
を
予
算

付
け
し
て
計
画
的
に

行
っ
て
い
る
の
で
、 

他

の
路
線
と
比
較
し
な
が

ら
優
先
順
位
が
高
け
れ

ば
早
期
の
工
事
を
進
め

て
い
く
。

国
の
通
達
で
河

川
の
激
甚
災
害

対
策
特
別
緊
急
事
業
が

あ
る
が
、
地
方
創
生
と

国
土
強
靱
化
は
車
の
両

輪
で
あ
り
強
靱
化
は
コ

ス
ト
で
は
な
く
未
来
へ

の
投
資
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
る
。
河
川
沿
い
の

道
路
や
周
辺
整
備
は
観

光
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
町
民
の
安
心
安
全
や

利
便
性
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
は
。

二
つ
の
溝
に
沿
っ

た
道
路
は
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
な
ど

路
面
整
備
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。 

水
害
の

面
で
は
早
く
あ
ら
ゆ
る

手
立
て
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

国
土
強
靱

化
地
域
計
画
を
立
て
て

い
く
中
で
、
地
域
振
興

に
も
つ
な
が
る
よ
う
優

先
順
位
を
つ
け
て
整
備

し
て
い
く
。

愛
郷
心
を
育
む
教
育
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

問

問問

問

問 町
長

町
長

世界灌がい施設遺産に登録されている百太郎溝

建
設
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

そ
の
他
の
質
問

き
ょ
う
じ
ん

か 

ん

国
土
強
靭
化
と
地
方
創
世
を
見
据
え
た
灌
が
い
施
設
の
対
策
は

《未改修部分》《未改修部分》
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《改修済み部分》《改修済み部分》

2019年度の畦畔率の取り扱いは

豊永　喜一　議員
とよなが　   き  いち

けいはん

農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
は
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
妥
結
、
今
後
の
日

米
貿
易
協
定
交
渉
に
よ

る
農
畜
産
物
の
輸
入
増

大
等
で
の
価
格
下
落
。

国
内
で
は
昨
年
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
米
生
産

調
整
の
廃
止
に
よ
る
需

要
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
化
に
伴
う
生
産
地

間
の
競
争
激
化
。 

近
年

の
自
然
災
害
の
脅
威

等
、
又
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
な

ど
様
々
な
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
そ
の
中
に

あ
っ
て
、
あ
さ
ぎ
り
町

に
お
い
て
は
、
町
村
合

併
前
よ
り
転
作
計
画
書

は
畦
畔
率
は
３
％
で

あ
っ
た
が
、
4
月
の
集

落
営
農
生
産
組
合
の
総

会
等
で
の
説
明
で
は
、

会
計
検
査
院
の
指
摘

で
、
農
政
局
と
の
協
議

で
４
％
で
交
渉
す
る
旨

の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
事
は
、
農
業
所
得

を
大
き
く
揺
る
が
す
重

要
な
事
だ
と
思
わ
れ

る
。
協
議
の
経
緯
と
今

後
の
対
策
を
問
う
。

今
回
４
％
の
畦

畔
率
に
な
っ
た

件
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
1
月
に
会
計
検
査

を
受
け
て
、
畦
畔
率
の

根
拠
資
料
が
残
っ
て
い

な
い
事
が
判
明
し
た
。

農
地
の
確
認
に
は
実
測

あ
る
い
は
、
国
の
統
計

部
が
公
表
し
た
平
均
畦

畔
率
を
参
考
と
し
た
推

定
平
均
畦
畔
率
か
交
付

対
象
水
田
を
抽
出
し
て

実
測
し
て
求
め
た
平
均

畦
畔
率
を
活
用
す
る
と

実
施
要
網
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
中

で
、
現
場
に
出
向
き
水

田
を
抽
出
し
て
実
測
測

量
を
し
て
い
る
。
４
７

７
筆
の
中
か
ら
実
際
調

査
が
出
来
た
の
が
４
０

９
筆
と
な
っ
て
い
て
、

畦
畔
率
を
４
％
と
し
て

算
定
し
た
。

農
業
所
得
の
影

響
に
つ
い
て
は
。

平
成
30
年
度
の

水
田
営
農
計
画

書
の
集
計
で
は
総
計
で

３
，
６
４
０
ha
と
な
っ

て
い
る
。
１
％
畦
畔
率

が
増
え
れ
ば
36 

ha
ほ
ど

の
面
積
が
減
る
状
況
。

経
営
所
得
安
定
対
策
の

補
助
金
は
マ
イ
ナ
ス
１
，

４
７
９
万
６
，
０
０
０ 

円
と
試
算
さ
れ
る
。

畦
畔
率
に
つ
い

て
農
業
所
得
が

約
１
，
５
０
０
万
円
ほ

ど
低
下
す
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て
町
長
の
考
え

は
。

畦
畔
率
が
農
家

の
所
得
に
大
き

く
左
右
す
る
も
の
で
あ

る
と
確
認
し
た
。
農
家

の
所
得
低
下
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
、
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
。

問

問

問

水田畦畔率３％から 4％へ

農
林

振
興

課
長

農
林

振
興

課
長

町
長

  畦畔とは…

　畦畔（けいはん）または〈くろ〉ともいい、
耕地の周辺に設ける土手。水田では
湛水（たんすい）を可能にする目的をも
つが、農作業を行う場合の通り道 ( あ
ぜ道 ) として利用されるとともに、所
有地の境界の役割もはたす。また、
あぜに生育する草は古くから肥料あ
るいは家畜の飼料として利用され、
マメ類( あぜ豆 )などが栽培されること
も多かった。通常は土の構造物であ
り、人間や作業機の通行を可能にす
る強度をもっていなければならない。

（18）あさぎり町議会だより　No.61



中村健氏の熱いメッセージ

　令和元年 7 月 8 日、グランメッセ熊本において早

稲田大学マニフェスト研究所事務局長・熊本市政策

参与　中村健氏を招いて「チーム議会のすすめ（議

会に期待されていることとその責務）」と題して研

修会が実施された。

1、時代の変化を知る

2、災害時の議会の役割

3、常任委員長・議会運営委員長の役割

4、全国事例

5、町村議会に期待されていることについて

　平成１１年 J R 四国社員を経て、２７歳で徳島県川島町長に初当選、全国最年少の首長となった自
分自身の経験をもとに講演された。
　一人一人の力は微力である。しかし、無力ではない。あきらめず仲間をつくり、皆が力を合わせれば、
大きな課題を乗り越えられる。議会は地域課題を解決し、地域の未来を創造する権限を有している。
議会の視点が変れば、執行部が変わる。執行部が変われば地域が変わる等の講演に感銘を受けた。
あさぎり町議会としても、議会活性化を進めるために学ぶべき事が多くあった。

（研修を終えての感想）

常
任
委
員
会
及
び
一
部
事
務
組
合
報
告

〇
５
月
23
日(

木)

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　県
下
38
市
町
村
で
構
成
さ
れ
、
合

志
市
が
交
通
災
害
事
務
か
ら
脱
退
す

る
こ
と
か
ら
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
も
の
。

消
費
税
の
増
税
に
つ
い
て

　今
回
自
動
車
取
得
税
が
廃
止
に
な

り
、
新
た
に
環
境
性
能
割
と
い
う
新

税
が
導
入
さ
れ
る
。
取
得
交
付
税
も

環
境
割
交
付
税
に
変
わ
り
、
今
回
の

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
る
。

戸
別
受
信
機
の
貸
与
に
つ
い
て

　
　

　貸
与
に
関
す
る
要
項
、
申
請
書
の

提
出
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
。
委
員
会
で
は
、

申
請
・
配
布
の
方
法
に
つ
い
て
再
検

討
を
求
め
る
。
棄
損
・
故
障
等
の
単

価
に
つ
い
て
は
概
ね
了
承
す
る
。

消
費
税
増
税
に
伴
う
条
例
整
備
に
つ

い
て　教

育
課
施
設
の
使
用
料
改
定
、
主

要
事
業
に
つ
い
て
説
明
。

※

交
通
災
害
共
済
制
度
と
は

　事
務
組
合
に
加
入
し
て
い
る

市
町
村
の
住
民
が
、
交
通
事
故

に
よ
り
死
亡
や
負
傷
し
た
場
合

に
、
入
院
や
通
院
を
行
っ
た
期

間
に
応
じ
、
交
通
災
害
見
舞
金

を
支
給
す
る
事
業
。
事
故
発
生

後
1
年
以
内
の
請
求
に
よ
り
審

査
し
支
給
さ
れ
る
。

　掛
け
金
は
全
額
市
町
村
が
負

担
し
て
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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議会運営委員長　豊永　喜一

研 修 会 報 告常任委員長・議会運営委員長

農業の取り組みにおける
　　　今後の外国人研修生への対応は

こ
ど
も
医
療
費
の
償
還
払
い
を

　
　現
物
給
付
に
見
直
す
こ
と
は
適
正
か

市岡　貴純　議員
いちおか　たかすみ

子ども医療費助成について

平成１５年４月町村の合併時には就学前児童を対象に償還払いとして
スタートしています。その後、平成１６年４月に一部現物給付を取り
入れ、平成２０年４月に助成対象を小学６年生まで拡大。子ども医療
費助成額が年々増加していたため、平成２６年４月すべて償還払いに
変更し、中学生まで対象範囲拡大を行った。

● 償還払い（病院や薬局で一度料金を支払い、その後、町へ助成申請し後日振込み）
● 現物給付（保護者が直接、病院や薬局へ料金を支払う必要がない）
経過

今
後
増
加
す
る

で
あ
ろ
う
外
国

人
研
修
生
に
対
応
す
る

為
の
町
の
具
体
的
な
課

題
、
問
題
点
、
そ
し
て

今
後
の
取
り
組
み
は
。

こ
れ
ま
で
外
国

の
方
と
接
し
て

一
番
感
じ
る
の
は
、
学

習
能
力
が
高
い
方
が
多

く
、
現
在
、
町
内
に
来

ら
れ
て
い
る
方
々
も
覚

悟
を
も
っ
て
き
て
い
る
。

あ
さ
ぎ
り
町
の
産
業
活

性
、
担
い
手
不
足
を
補

う
た
め
こ
れ
か
ら
外
国

人
研
修
生
の
労
働
力
は

重
要
と
な
り
お
互
い
に

尊
敬
、
尊
重
し
合
い
能

力
を
発
揮
し
、
安
心
・

安
全
な
環
境
を
築
い
て

い
け
る
様
取
り
組
む
。

農
家
へ
は
数
件

が
技
能
実
習
生

の
体
系
で
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、Ｊ
Ａ
で
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

一
部
の
農
家
と
選
果
場

で
雇
用
の
希
望
は
あ
る

が
今
後
の
動
向
を
調
べ

て
い
る
。4

月
1
日
現
在
、

町
の
外
国
人
登

録
者
数
2
0
2
名
。 

一

番
多
い
の
が
ベ
ト
ナ
ム

国
籍
で
男
性
22
名
、
女

問町
長

技能習得に励む ベトナムからの研修生

性
1
1
0
名
。 

毎
年
増

え
続
け
て
い
る
状
況
。

総
務
省
の
掲
げ

る
多
文
化
共
生

推
進
プ
ラ
ン
の
検
討
は
。

ま
た
、
今
後
、
外
国
人

研
修
生
の
受
け
入
れ

方
、
窓
口
づ
く
り
等
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の
整
備

が
必
要
で
は
。

現
在
、
具
体
的

な
多
文
化
共
生

に
関
す
る
施
策
の
策
定

は
行
っ
て
い
な
い
が
、

各
省
庁
の
施
策
の
内
容

を
踏
ま
え
、
今
後
あ
さ

ぎ
り
町
で
の
方
針
を
考

え
進
め
て
い
く
。

を
子
育
て
世
代
の
方
々

に
理
解
し
て
頂
き
な
が

ら
、
今
一
度
双
方
を
比

較
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

十
分
な
所
得
を

得
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
や
、
ひ
と
り

親
家
庭
も
増
え
て
き
て

い
る
中
、
子
供
が
平
等

に
医
療
を
受
け
る
、
教

育
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス

の
場
を
つ
く
っ
て
や
り

た
い
。

や
医
療
関
係
者
と
の
意

見
交
換
を
行
い
、
コ
ン

ビ
ニ
受
診
等
に
繋
が
ら

な
い
よ
う
に
理
解
を
頂

く
。

現
在
の
償
還
払

い
も
、
申
請
す

る
と
1
円
ま
で
戻
っ
て

く
る
制
度
で
あ
り
、
手

続
き
を
改
善
し
即
日
払

い
等
も
可
能
で
あ
る
。

私
も
子
を
持
つ
親
の
一

人
で
は
あ
る
が
、
多
く

の
町
の
子
育
て
支
援
策

現
物
給
付
に
見

直
し
、
医
療
費

の
抑
制
は
可
能
か
。

や
は
り
医
療
費

は
上
が
る
と
思

う
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯

が
あ
り
、
償
還
払
い
に

戻
っ
た
事
は
重
々
承
知

し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
聞
こ
え
て
く
る
の

は
生
活
弱
者
の
方
々
の

声
で
あ
り
、
年
々
増
え

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

取
組
み
前
に
、
保
護
者

農
林

振
興

課
長

町
民
課
長

総
務
課
長

問

問

町
長

町
長

問
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新
人
議
員

◯
６
月
22
日(

土)

　令
和
元
年
第
２
回
議
会

が
６
月
22
日
に
同
病
院
講

堂
に
て
、
改
選
が
あ
っ
た

水
上
村
長
、
湯
前
町
長
、

あ
さ
ぎ
り
町
長
、
水
上
村
、

多
良
木
町
の
新
議
員
出
席

の
も
と
行
わ
れ
、
新
議
長

に
味
岡
恭
議
員
（
湯
前
町
）

が
選
任
さ
れ
た
。
全
員
協

議
会
で
は
、
上
中
球
磨
地

域
の
医
療
を
研
究
す
る
会

（
仮
称
）
の
発
足
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
、
医

師
及
び
医
療
人
材
確
保
、

訪
問
診
療
充
実
、
地
域
医

療
構
想
、
医
療
機
能
分
化

と
連
携
な
ど
、
将
来
に
向

け
て
上
中
球
磨
地
域
に
お

け
る
医
療
の
在
り
方
を
幅

広
い
分
野
で
研
究
し
、
地

域
住
民
の
医
療
を
守
る
公

立
多
良
木
病
院
企
業
団
の

将
来
像
を
検
討
す
る
も
の

で
、
一
般
の
住
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
も
含
め
て
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

公立多良木病院企業団議会

◯
3
月
27
日(

水)

　平
成
31
年
第
一
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
た
。
錦
町

議
会
議
員
の
自
主
解
散
に

よ
り
「
一
般
会
計
経
費
の

負
担
の
総
額
」「
負
担
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て

採
決
が
出
来
な
い
旨
の
説

明
が
あ
り
議
案
が
撤
回
さ

れ
た
。

◯
5
月
30
日
（
木
）

　第
2
回
臨
時
会
で
は
、

統
一
地
方
選
挙
後
の
初
議

会
の
た
め
に
議
長
の
選
挙

が
あ
り
、
豊
永
喜
一
議
員

（
あ
さ
ぎ
り
町
）、
副
議
長

に
は
豊
永
貞
夫
議
員
（
人

吉
市
）。
議
会
選
出
の
監

査
委
員
に
椎
葉
弘
樹
議
員

（
湯
前
町
）
が
選
任
さ
れ

た
。
3
月
の
定
例
会
で
撤

回
さ
れ
た
二
議
案
に
つ
い

て
は
専
決
処
分
の
承
認
と

な
っ
た
。

人吉球磨広域行政組合議会

◯
６
月
４
日(

火)

　令
和
元
年
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
平
成
30
年
度
上
球
磨
消
防
組
合
一
般

会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
。
新

庁
舎
備
品
（
弁
器
類
）
購
入
契
約
の
締

結
。
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
共

同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の

一
部
変
更
の
２
議
案
を
全
会
一
致
で
原

案
通
り
可
決
し
た
。
多
良
木
町
議
（
猪

原
・
宇
佐
議
員
）
及
び
水
上
村
議
（
米

本
議
員
）
が
議
員
改
選
に
お
い
て
選
出

さ
れ
、
副
議
長
に
宇
佐
議
員
（
多
良
木

町
）
が
当
選
さ
れ
た
。
上
球
磨
消
防
組

合
消
防
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
委

員
長
に
橋
本
議
員
（
あ
さ
ぎ
り
町
）、
副

委
員
長
に
米
本
議
員
（
水
上
村
）
が
選

出
さ
れ
た
。
新
庁
舎
現
場
で
進
捗
状
況

70
％
と
の
説
明
を
受
け
た
。

上球磨消防組合議会

上球磨消防組合（新庁舎現場の様子）

教
育
委
員
再
任

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

沖
松
　学

（
久
　鹿
）

岡
部
　和
平
（
桧
　山
）

福
永
　喜
一
（
下
　里
）

北
川
　一
之
（
屯
　所
）

澤
田
　光
徳
（
覚
　井
）

岩
本
　恭
典
（
55
歳
）

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

甲
斐
　龍
馬
（
植
の
里
）

村
山
　幸
典
（
　麓
　）

城
本
　龍
一
（
福
　留
）

恒
松
　秀
行
（
屯
　所
）

代
表
監
査
委
員

園
田
　孝
幸
（
人
吉
市
）

厚
生
常
任
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

免
田
地
区
大
正
町
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農業用ドローン

ふれあい福祉センター（岡原）

◯
5
月
23
日
（
木
）

上
下
水
道
課

　須
恵
、
岡
原
地
区
水
道
の
状

況
に
つ
い
て
。

　熊
本
県
水
道
事
業
基
盤
強
化

推
進
協
議
会
に
お
け
る
検
討
結

果
公
表
に
つ
い
て
。

農
林
振
興
課

　主
要
事
業
に
つ
い
て
、
消
費

税
に
係
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
。

商
工
観
光
課

　あ
さ
ぎ
り
町
商
工
業
振
興
補

助
金
交
付
要
綱
に
つ
い
て
。

建
設
課

　令
和
元
年
度
予
算
編
成
に
係

る
主
要
な
事
務
業
務
説
明
・
補

正
に
つ
い
て
。

　計
14
案
件
に
つ
い
て
の
説
明
・

協
議
・
審
議
を
行
な
っ
た
。
又
、

農
業
の
担
い
手
づ
く
り
支
援
交

付
金
事
業
の
中
で
、
ド
ロ
ー
ン
・

オ
ー
ト
田
植
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー

用
G
P
S
導
入
計
画
が
あ
り
、
あ

さ
ぎ
り
町
に
お
い
て
も
、
I
C
T

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
が

こ
れ
か
ら
、
少
し
づ
つ
広
が
っ

て
い
く
よ
う
に
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

〇
３
月
29
日
（
金
）

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
計
画

及
び
施
設
計
画
に
つ
い
て
（
生
活
福

祉
課
・
高
齢
福
祉
課
）

①
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

　は
フ
ラ
ッ
ト
な
床
と
し
、
会
議
や

　健
康
づ
く
り
、
趣
味
活
動
の
多
目

　的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
。

②
イ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に
あ
る
ス
テ
ー

　ジ
に
つ
い
て
は
撤
去
し
、
オ
ー
プ

　ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

③
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
部
分
の
居
室
は
、

　緊
急
時
の
一
時
避
難
措
置
施
設
と

　し
て
３
部
屋
を
確
保
す
る
。

④
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
農
村
公
園

　を
駐
車
場
と
し
て
拡
張
す
る
。

　委
員
会
の
意
見
と
し
て
、①
イ
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ス

テ
ー
ジ
は
で
き
る
事
な
ら
残
し
て
ほ

し
い
。②
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
継
続
さ
れ
る
の
か
。③

設
計
業
者
選
定
に
お
い
て
は
慎
重
に

し
て
ほ
し
い
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

〇
５
月
22
日
（
水
）

　生
活
福
祉
課
・
高
齢
福
祉
課
・
健

康
推
進
課
・
町
民
課
か
ら
消
費
税
増

税
に
伴
う
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
改
正
の

説
明
が
あ
っ
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会
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★お願い★「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

編
集
後
記

編
集
・
発
行
責
任
者

広
報
調
査
特
別
委
員
会

議

　長

徳
永

　正
道

委
　員
　長

副
委
員
長

委

　
　員

久
保

　尚
人

難
波

　文
美

溝
口

　峰
男

豊
永

　喜
一

小
出

　高
明

岩
本

　恭
典

このコーナーは町民の皆さまから
議会に対する事や町への要望を寄
稿していただき、作成しています。
議員が依頼に伺った際は、ご協力
をお願い致します。

■表紙の写真について

表紙の写真は、自然観察クラブ
前村孝子さんの作品です。
「岡原から黒原山を望む」

心を和ませるもの

今、思うこと

岡原（熊野）

一柳　貴紅子さん

　元号が平成から令和に変わった今年、我が家では
長女が生まれ、日々成長する姿を見るのがなにより
の楽しみです。
　そのような中で、あさぎり町では町独自の出産祝
い金や、中学生までの一般的な医療費が無料になる
など、その取り組みは子育て世代の私達には有難い
限りです。まあ、なるべく医療費を使わないで、病
気やケガなく成長してくれるのがなによりです！
　こうした財源を確保するのも容易ではないと思わ
れますが、あさぎり町にはぜひ今後もこうした政策
を継続していただきたいものです。

上地区（上永里）

野々脇　太志さん

　今
回
よ
り
新
し
い
編
集
委
員
で

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

　行
政
用
語
は
、な
じ
み
の
な
い
分

か
り
に
く
い
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、で
き
る
だ
け
噛
み
砕
い

て
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ま
ず
、「
議
会
だ
よ
り
」を
読
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、町
の
事

に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、身
近
な

議
員
と
意
見
交

換
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
も
う
立
派

な
民
主
主
義
、
住

民
自
治
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　気
軽
に
声
を
お

か
け
く
だ
さ
い
。

（
久
保

　尚
人
）

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
868-0422　

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1855

番
地

TEL（
0966）

47-0312・
FA
X（
0966）

47-0265
E-m

ail syoki-gikai@
asagiri.kum

am
oto.jp　

印
刷
：
㈲
町
田
印
刷

町内の方々に寄稿していただきました
聞かせて

　あさぎり町に帰省して10年目、夫と小学生の子
供、両親とにぎやかに生活しています。私は岡原小学
校の木造の旧校舎に入学し鉄筋コンクリートの現校舎
を卒業した世代ですが、先日小学校に行った際、子供
たちも同じ教室で同じ風景を見て毎日過ごしていると
思うとなんだか嬉しくなりました。また、お彼岸の宮
原観音堂で床の傷を眺めていた子供に90代のお爺さ
んが「昔、子供のときコマ回してつけた傷ばい」と話
すのを聞き、この空間をより身近に感じました。
　変わらない空間で感じる「時を越えた共感」は心和
ませてくれます。古いものを壊し新しいものを創るばかりではなく「故郷らしいと
ころ」を永く大切にできると良いと思っています。


